
 

第１９９回幹事会議事要旨 

 

日 時 平成２６年８月２８日（木）１３：３０～１８：０５ 

場 所 日本学術会議大会議室 

出席者 （会長）  大西 隆 

（副会長） 小林 良彰、家  泰弘、春日 文子 

（第一部） 佐藤 学、大沢 真理、井野瀬 久美惠、杉田 敦 

（第二部） 山本 正幸、 

（第三部） 土井 美和子 

 

 

（事務局長）田口 和也 

（事務局次長）山田 淳 

（課長等）吉住 啓作、檀原 均、中澤 貴生、盛田 謙二、佐藤 正一 

 

審議事項等 

１ 前回議事要旨の確認が行われた。 

２ 前回の幹事会以降の諸報告事項について確認が行われた。 

３ 以下の公開審議が行われた。 

  (1) 「分野別委員会運営要綱」の全部を改正等することを決定した。 

  (2) 「日本学術会議分野別委員会及び分科会について」の一部を改正することにつ

いて、所用の文言の統一を行った上で決定した。 

(3) 提言「持続可能な未来のための教育と人材育成の推進に向けて」について、フ

ューチャー・アースの推進に関する委員会持続可能な発展のための教育と人材育

成の推進分科会の氷見山委員長及び日置委員より説明があり、審議の結果、所要

の修正を行い、会長の確認を得ることを条件に承認した 

(4) 提言「地理教育におけるオープンデータの利活用と地図力/GIS 技能の育成-地

域の課題を分析し地域づくりに参画する人材育成-」について、地域研究委員会・

地球惑星科学委員会合同地理教育分科会の碓井委員長及び矢野委員より説明が

あり、審議の結果、所要の修正を行い、会長の確認を得ることを条件に承認した。 

(5) 報告「社会福祉系大学院発展のための提案―高度専門職業人養成課程と研究者

養成課程の並立をめざして」について、社会学委員会社会福祉系大学院のあり方

に関する分科会の野口委員長及び和氣幹事より説明があり、審議の結果、所要の

修正を行い、会長及び第一部の確認を得ることを条件に承認した。 

(6) 提言「復興・国土強靭化におけるインフラストラクチャー活用のすすめ」につ

いて、統合生物学委員会・環境学委員会合同自然環境保全再生分科会の鷲谷委員

長より説明があり、審議の結果、提言（案）の扱いについては、会長において検

討することとなった。 

(7)  報告「大容量情報時代の次世代生物学」について、基礎生物学委員会・統合

生物学委員会・農学委員会・基礎医学委員会・薬学委員会・情報学委員会合同バ

イオインフォマティクス分科会の美宅委員長及び諏訪幹事より説明があり、審議
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の結果、所要の修正を行い、会長及び第二部の確認を得ることを条件に承認した。 

(8) 提言「ユビキタス状況認識と時空間データ基盤の整備について」について、情

報学委員会ユビキタス状況認識社会基盤分科会の坂村委員長より説明があり、審

議の結果、分科会において改めて検討することとなった。 

(9) 提言「我が国の知的生産者の選定に関する公共調達システムの創造性を喚起す

る改善に向けて－会計法・地方自治法改正の提案－」について、土木工学・建築

学委員会デザイン等の創造性を喚起する社会システム検討分科会の仙田委員長

及び福井副委員長より説明があり、審議の結果、提言（案）の扱いについては、

会長において小林副会長及び第三部と相談の上、検討することとなった。 

(10) 報告「環境学の俯瞰」について、環境学委員会環境科学分科会の安岡委員長よ

り説明があり、審議の結果、所要の修正を行い、会長の確認を得ることを条件に

承認した。 

(11) 提言「我が国の大学等キャンパスの改善にむけて－国際競争力のあるキャンパ

ス整備の課題と提言－」について、土木工学・建築学委員会大学等研究・教育キ

ャンパス整備検討分科会の仙田委員長及び嘉門幹事より説明があり、審議の結果、

所要の修正を行い、会長の確認を得ることを条件に承認した。 

(12) 報告「工学システムに対する社会の安全目標」について、総合工学委員会工学

システムに関する安全・安心・リスク検討分科会の成合委員及び向殿委員より説

明があり、審議の結果、所要の修正を行い、会長の確認を得ることを条件に承認

した。 

(13) 提言「これからの地球惑星科学と社会の関わり方について－東北地方太平洋沖

地震・津波・放射性物質拡散問題からの教訓」について、地球惑星科学委員会の

永原委員長及び大久保委員より説明があり、審議の結果、所要の修正を行い、会

長の確認を得ることを条件に承認した。 

(14) フューチャーアース国際事務局準備会議に特任連携会員を派遣することを決

定した。 

(15) アジア科学アカデミー・科学協会連合（AASSA）総会に会員を派遣することを

決定した。 

(16) 「土曜日・日曜日及び祝日におけるシンポジウム、講演会等の開催について」

等の一部を改正することを決定した。 

(17) 3 のシンポジウム等の開催、1 件の国際会議及び 2 件の国内会議の後援を決定

した。 

(18) 第 12 回産学官連携功労者表彰授賞式を主催することを決定した。 

４ その他事項として、第三部の土井幹事から、第 198 回幹事会で決定された公開シン

ポジウム「理学・工学分野における科学・夢ロードマップ 2014」について、第三部

会を同時開催とすることになった旨、報告があった。 

  また、今後の幹事会開催日程について確認が行われ、今期中の幹事会は 9 月 11 日

（木）、9 月 19 日（金）に開催することを決定した（予備日の９月２５日（木）は、

幹事会を開催せず、東日本大震災復興支援委員会及び大学教育の分野別質保証委員会

を開催）。 

５ 以下の非公開審議が行われた。 

  (1) 日本学術会議連携会員の辞職の承認を同意した。 


